


朝、工事が始まる前の現場。まだ静かななか、作
業前の確認を念入りに行っているのは今年で入社
8年目になる工事部の宮原雅敏だ。
23歳という若さで初めて職長となった宮原は、
会社の次代を担うと期待されている。入社までの
経緯やこれまでの経験、今後の意気込みを聞いた。

出前講座で入社を決意
建設業に興味を持ったきっかけは祖父。宮原は
子どもの頃から、造園土木業を営んでいた祖父の
仕事ぶりを見てきた。
「自分も将来は建設関係の仕事をしてみたいと
思うようになったのです」。
地元の工業高校に進学し、建設科で基礎知識を
学んだ。就職先を考え始めた頃、高校に出前講座
をしにきたのがダイニッセイ。受講して、入社後
にどのような仕事をするのか具体的なイメージが
浮かんだ。出前講座をきっかけに入社した先輩た
ちも声をかけてくれた。
「せっかくの出会い、この会社に入ってみようと
思いました」。
高校３年生の夏に内定。卒業までの期間は初め
てのアルバイトに励んだ。宅配ピザ店の厨房でピ

ザを焼きながら、挨拶や敬語の使い方、接客態度
などを学んだ。社会人としての基本的なマナーを
身につけた経験となった。

新米職長の奮闘
高校卒業後の２０１２年に入社し、工事部に配
属された。現場での仕事に取り組むなか、その難
しさを感じ始めたのは入社３年目頃だ。一通りの
仕事を覚えてきたものの、まだまだ先輩から学ぶ
ことも多く、一方で後輩の手助けもしなくてはな
らない。先輩と後輩の間に挟まれ、自分の立ち位
置に苦心した時期であった。その後23歳で職長に
抜擢されるも、知識と経験が不足しており、不安
が大きかったという。
職長としての初仕事は、文京区白山の 10階建て
マンションの現場。特に戸惑ったのは職人の配置
やスケジュール管理だ。現場での割り振りがうま
くいかなければ工事がスムーズに進まず、工期の
遅れにつながる。適切に人員を配置するのは難し
く、毎日頭を悩ませていた。
「本当に未熟で、一人では解決できない場面が
多々ありました」。
助けてくれたのは、職長指導員として配属され
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2011年高校在学中の出前講座

結婚式。会社の皆さんのテーブル。

ていたベテラン職長である枝崎。技術的なことは
もちろん、職人の割り振り方など、様々なアドバ
イスを受けながら現場を進めた。緊張の連続だっ
たが、無事に工事は終了。工期、安全、品質とも
に何とか守ることが出来た。一方で
　「自力でやり切った感じではなかったです。学
んだことを次に生かしていこうと思いました」。
ほっと胸をなでおろしつつも、新たな意欲を燃
やしたのだった。

経験を積んでレベルアップ
初めて職長を経験してから２年ほどは、大規模
な現場の２番手という立場で仕事に携わった。会
社のエースである靍田総合職長の下で、さらに多
くの経験を積み重ねた。１度職長を経験したこと
で指示を出す側の立場もわかり、視野が大きく広
がったと感じる。
その後、再び職長として仕事をするように。図
面を確認して準備をしっかり行う、こまめに現場
の確認をするなど、以前とは違う形で取り組めて
いる。
「あたふたしていた１度目と比べて、気持ちにも
余裕が持てるようになってきました。少しはレベ
ルアップできたと思っています」。

会社をさらに盛り上げるために
建設業にはなかなか人が集まりにくい状況で、
ダイニッセイは比較的若い社員が多く、ベテラン
と若手とのバランスが取れている。大ベテランの
先輩たちは、優れた技術を持っているが、いつま
でも頼ってはいられない。学ぶにはタイムリミッ
トがあると、宮原は焦燥感に駆られている。
「この先、会社をより発展させていくために必要
だと思うのは、自分も含めた若手の成長です」。
積極的に技術を学んで継承していくためにも、
早く若手が一人前になり、会社を盛り上げていき
たいと考えている。

大規模現場で活躍する日を目指して
現在、宮原が主に携わるのは、マンションや
物流倉庫の現場。工事の途中から現場を引き継
いだり、比較的小さな現場を任されたりするこ
とが多い。
「技術や知識を身につけ、大規模な現場や難易度
の高い現場も、責任者としてまとめられるように
なることが今後の目標です」。
経験を積み、着実にステップアップしている宮
原。さらに実力をつけ、次世代のエース級となっ
て活躍の場を広げていくだろう。
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